
なぜ統合的内部統制が必要なのか 報告義務化に伴う新たな期待

質の高い情報に対する信頼は、資本市場の生命線

であり、適切な意思決定とビジネスの成功にも不

可欠である。

投資家は質の高い財務情報を期待するが、今やサ

ステナビリティ情報にも同じことを求めるように

なっている。信頼性が高く、コネクティビティの

ある財務報告及びサステナビリティ報告、そして

サステナビリティ関連財務情報の開示により、企

業や投資家は質の高い情報に基づく経済的意思決

定を行うことができる。サステナビリティ情報の

信頼性が高まり、主流の報告書との統合が進め

ば、企業はグリーンウォッシュを疑われたり、行

政処分や法的措置の対象となったりすることを回

避することができる。

気候変動とサステナビリティ・トランジションの

財務的影響と、サステナビリティ報告及び保証の

義務化に向かう急速な動きを考えれば、取締役会

や経営陣は、財務報告及びサステナビリティ報告

のための、統合的な内部統制環境を確立しなけれ

ばならず、それは、サステナビリティやその他の

目標に対する上級管理職のコミットメントに支え

られた、効果的なコーポレート・ガバナンス及び

リスク管理の枠組みに含まれる。

ビジネスリーダー、規制当局、投資家らは、次の

点で職業会計士を必要としている。

• 質の高いサステナビリティ・データを生成で

きるシステムやプロセスの強化、検証

• サステナビリティ情報及び財務情報の統合と

コネクティビティの確保。これにより、サス

テナビリティに関わるリスク及び機会の財務

的影響の理解を促進し、サステナビリティ関

連財務情報の開示を支援

統合的な考え方に基づく統合的内部統制環境によ

り、企業の機能、プロセス、及びシステム間の繋が

りが強化され、戦略、リスク及び機会管理、及びガ

バナンスに関わる事項についてより良い意思決定を

行うためのデータの品質が向上する。

このことは、より持続可能なビジネスモデルに移行

し、サステナビリティ・パフォーマンスに対する投

資家や利害関係者の信頼を高める上での基礎とな

る。

サステナビリティに関わるリスク及び機会、およびサステナビリティ・パフォーマンスに

ついては、より質の高い情報が求められている。これは、次のような新しい基準や、開示

が義務付けられているサステナビリティ関連情報に求められる要件があるためである。

• IFRSサステナビリティ開示基準：投資家に焦点を当てた開示のためのグローバルな基

準。サステナビリティ関連財務情報と財務諸表とのコネクティビティなど、情報のコ
ネクティビティを主要な要件とする。

• 国又は地域の法令及び基準：EUの企業サステナビリティ報告指令（CSRD）や欧州サス

テナビリティ報告基準（ESRS）など。米国では、証券取引委員会（SEC）の気候変動

関連情報開示規則案や、カリフォルニア州で先ごろ制定された気候関連情報の開示に

関する法律がある。こうした国又は地域の要求事項も、サステナビリティ開示情報に
対する保証を求めている。

これらの新しい基準や法令は全て、サス

テナビリティ開示情報と財務諸表とを同

時に、かつ同じ報告期間について公表す

ることを求めている。対象となる全ての

企業は、社内のガバナンス、プロセス、

システムがこの責務に対応できるよう、

相当の取組を行う必要がある。また、EUの

CSRDは、サステナビリティ報告プロセスが

社内のリスク管理及び内部統制システム

にどのように組み込まれているか開示す

ることも企業に求めている。

統合的内部統制はどのようにして達成されるのか

統合的統制環境には、財務機能、内部監査、意思決定のための質の高い情報に対する上級管理職や取締役のニーズをサポートする外部

保証、効果的なガバナンスと監督、社外報告が必要である。既に幅広い企業が、特に財務報告に係る内部統制（ICFR）に関連する情

報、プロセス、システムに対する信頼性を向上させるために、COSOの「内部統制の統合的フレームワーク」（またはそれに相当するも

の）を利用している。

ICFRのプロセス及びシステムは、一部を修正し、サステナビリティ報告に適用することができる。これにより、情報の比較可能性、一

貫性、信頼性を高め、重要な財務・非財務関連サステナビリティ情報を財務報告サイクルに組み込むことができる。これは、独立し

た外部保証業務実務者がこれらの情報に対する確証を得る上でも有益である。

統合的内部統制環境において、強固なデータ収集、プロセス、統制

を確立するには以下が必要である。

• 効果的なガバナンスを行い、断固とした姿勢で全社をあげてサ

ステナビリティに取り組む姿勢と、財務報告に適用されるのと

同じレベルの厳格さをサステナビリティ情報の測定と報告に適

用する文化をもって「トップの姿勢」を示すこと。監査委員会

は、サステナビリティと統合報告の監督に今後一層の責任を負

うことになり、他の関連する取締役会委員会と連携しなければ

ならなくなる（「サステナビリティ関連情報開示を監督する監

査委員会のための主な質問」参照）

• リスク及び重要性の評価を戦略やビジネスモデルに沿った形で

行い、事業目的や規制当局及び利害関係者のニーズを満たすた

めに必要なデータを識別すること。リスク評価を行うことで、

報告及び統制のプロセスにおいて、重要な虚偽表示リスクが最

も高い分野にリソースを配分することも可能になる。

• サステナビリティ報告の方針とプロセスの開発を行い、サステ

ナビリティ会計方針、勘定科目・元帳体系、サステナビリティ

の重要な指標や開示情報に係る開示統制及び手続に基づく、一

貫性のあるデータ作成方法、及び標準化・管理されたサステナ

ビリティ会計方針を確立すること。これは、連結やグループ報

告、統合ダッシュボードのKPIを定義する上で特に重要であ

る。

• 強固なデータ管理及び報告システムにより、データの正確性、

一貫性、信頼性、適時性、完全性を確保すること。サステナビ

リティに関するデータは、請求書、従業員給与や納品に関する

文書からの自動取得・管理、あるいは直接測定やリアルタイ

ム・データ収集などにより、既にプロセス機能が存在する既存

の財務システムや企業資源計画（ERP）システムに組み込むの

が理想的である。

• 継続的改善の枠組みにより、サステナビリティに関するデータ

及び報告プロセスを定期的に見直し、改善すること。

サステナビリティ報告に対する信頼の構築：
早急に求められる統合的内部統制

https://www.ifac.org/_flysystem/azure-private/publications/files/Championing-Integrated-Mindset-Drive-Sustainable-Value-Creation.pdf
https://www.ifac.org/publications/login/68109


定量的・定性的なサステナビリティ情報の収集、処理、分析に特有の課題

は、内部統制環境の設計において対処することが必要である。サステナビリ

ティ情報は、見積りや将来予測を多く含んでいたり、定性的であったり、社

内の多くの部署やバリュー・チェーンの中の事業体から得たものであること

が多い。

サステナビリティ情報に特有の課題に取り組むには、以下が必要である。

• 取得・報告すべき情報に関する方針と文書の策定、外部基準の利用、測定及

び報告の原則並びに役割及び責任の明確化。これは、社内、サプライヤー、

顧客から信頼でき一貫性のあるデータを収集したり、カーボンプライシング

などの必要な情報を入手したりする上で役立つ。社外から入手したサステナ

ビリティ情報の信頼性と網羅性は、妥当性テストや業界ベンチマーキングに

よって検証することができる。また、手作業によるデータ収集のリスクを減

らすために、幾つかの検討段階を経てこれらのデータを標準化、自動化し、

最終的に企業の情報・報告システムで管理できるようにすることが必要であ

る。

• 社内の意思決定及び社外の利害関係者による業績評価を効果的に行うために

最も重要なデータを取得、活用、維持するためのアプローチの確立。これに

は、特にサプライヤーから取得するデータ、及び将来予測やシナリオに基づ

く情報について、データ品質に関する基準値や許容範囲をより厳しく設定す

ることが必要である。大量の非構造化データを扱う高度な分析ツールは、サ

ステナビリティ情報の複雑さと将来予測的な性質に対処するのに役立つ。見

積りの使用は、可能な限り活動を直接測定したり、既存のシステムからデー

タを入手したりすることで、徐々に減らすことができる。

• 社内とバリュー・チェーンにおける、サステナビリティ情報と財務情報の報

告期間の一致。これによりサステナビリティ情報と財務諸表のコネクティビ

ティが進み、原単位指標の算出や統合報告書の作成が可能になる。情報に重

要性があり、内部統制環境の一部としてサプライヤーや顧客にまたがるデー

タ管理システムやプロセスを組み込む必要がある場合には、バリュー・

チェーンにおけるパートナーとの協力が必要である。

• サステナビリティ情報の測定と報告に使用する枠組み、見積りと仮定の使

用、提供される保証に関し、外部の利用者に対する透明性の向上。これは、

利用者が情報の信頼性を判断する際の裏付けとなる。

この課題に対応するには、職業専門家としての判断や、財務、リスク、ガバ

ナンス、サステナビリティ、オペレーション、IT、法務など部門横断的な連

携が必要である。協力することで、サステナビリティ目標、サステナビリ

ティ情報、報告に係る要求事項に関し、異なる部門間で明確なコミュニケー

ションチャネルの構築、責任の共有、共通理解の形成が図られる。温室効果

ガスに関する報告強化の取組みについての詳細は、「温室効果ガス（GHG）報

告の強化」を参照のこと。

財務部門の役割

財務部門は、社内で情報の質と適合性の強化を図り、その適時性、一貫性、比較可能性、重要性、コネク

ティビティを向上させる。このことは、サステナビリティ情報を企業の事業計画やダッシュボード、リス

ク管理、報酬の枠組み、意思決定プロセスに取り込み、上級管理職や取締役会に適合性があり信頼できる

情報を提供し、結果として質の高い統合情報を社外に報告するための基礎となる。

財務部門は、以下の側面からサステナビリティ・データの質の向上を図る。

• 会計及びサステナビリティ・データ収集のための取引システム

• 情報開示システム、報告プロセス及び分析

• ITアーキテクチャ並びにプロセス及びコントロールの自動化

• 規則や基準の解釈、サステナビリティ報告基準に沿った報告の徹底

サステナビリティ情報と財務情報の報告が、別々に、かつ無関係に行われることが極めて多いことを踏ま

えると、財務部門がサステナビリティの開示情報と財務諸表の中の対応する財務情報との整合性を担保

し、同じ報告期間におけるサステナビリティのリスク及び機会とその財務的影響とのコネクティビティを

促進することも求められる。

トレッドウェイ委員会組織委員会（COSO）「内部統制の統合的フレームワー

ク」のサステナビリティ情報への適用

COSOの「サステナビリティ報告に係る有効な内部統制(ICSR)の実現：COSOの

内部統制の統合的フレームワークによる信頼と自信の確立」と題した指針

は、COSOが定める既存五つの内部統制の構成要素と17の原則がどのようにサ

ステナビリティ報告やESG報告に当てはまり、その基礎をなすプロセス及び内

部統制の有効性、効率性、正確性の向上につながるかを示している。

職業会計士のスキルセットの重要性

作成者、上級管理職、取締役会及び監査委員会のメンバーであったり、ファームでアドバイザ

リーサービスを提供したりする職業会計士は、サステナビリティ報告に関する効果的な内部統制

環境を構築、維持する上で理想的な立場にある。職業会計士は、財務報告に関するリスクと統制

の経験から、データの信頼性を高めるという点で「良い」こととは何かを知っており、サステナ

ビリティ活動が財務報告に与える影響を評価することができる。

職業会計士はまた、収集、報告するサステナビリティ情報が、国際的及び国又は地域の報告上の

要求事項や基準との整合性を保ち、関連する内部監査及び独立した外部保証活動と調和するよう

徹底する。
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